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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､前立腺癌組織よりヒト内在性レトロウイルス (HERV)の1種
(HERV-K)と高い相同性を示すNGO-Pr-54抗原をSEREX法により分離同定
した｡この抗原の各組織における mRNAの発現レベルを調べた結果､正常組
織での発現はわずかに認めるのみであったが､前立腺癌や卵巣癌などでは高
度に発現していた｡また､モノクローナル抗体を用いた解析により､この抗
原が悪性黒色腫組織で発現していることや細胞表面に局在していることを明
らかにしたとまた､EuSA法での解析により悪性黒色腫と前立腺癌患者にお
ける特異抗体の存在を明らかにした｡
本研究は､NGClPr-54の癌組織における発現とその免疫慮性を示し､癌免
疫療法の標的としての可能性を見出した点において価値ある業績であると認
める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
